
 JAPAN EASY GUIDE・猿まね基準の活用法

目的 市民主体の街づくりの実現

方法 自分の生涯生活費をみる

生涯賃金では足りない危機感がでる

生涯生活費の支出の多い順に見直す

比較材料として地域や外国との比較資料を作る

何でこんなに日本は高いのかと疑問を持つ 日本の行政システムへの疑問が出る

現状から抜け出したいと思う

日本の行政を学ぶ（税金フローチャートなども使用）

学校教育に入れる（副教本）

税金の流れは行政の仕組みそのもの

自治体の生涯学習で利用

自分自身の生涯設計にも役立つ

行政への関心が生まれる

疑問から議論へそして調査へ

市民ネットワークが生まれる政治への関心向上、将来的には投票率アップ

若者 お年寄り

JAPAN　EASY　GUIDE
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教師

教える教える

意見を聞く 意見を聞く

生活者主権の街づくり制度の完成

つなぐ つなぐ

資料は簡単でわかりやすく

猿まね基準

教師

お年寄りの中
からも教師を

つのる

行政へ繁栄お年寄り
への感謝

やりがい

生きがい

若者からお年寄りまでがこの仕組みでつながる

超高齢化社会もこれで安心

市民ネットワーク
　　の確立

一新塾の目指すところ市民の目指すところ
ろ

街づくりの基本は
人的ネットワーク

市民ニーズを考える

従来のものは難しすぎ
る

思ったところで学ぶ場
議論の場を作る市民エネルギーの創出

JAPAN EASY GUIDEを使用した場合

安心した暮らし 安全な暮らし
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